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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、走化性因子、T細胞活性化の調節因子、およびHIV複製の阻害因子として機能する多面的サイトカインです。このサイトカインのシグナル伝達プロセスはCD4によって媒介されます。この遺伝子産物はタンパク質分解を受け、2つの機能性タンパク質が生成されます。サイトカインとしての機能は分泌されるC末端ペプチドにのみ起因し、N末端産物は細胞周期制御に関与している可能性があります。カスパーゼ3は、このタンパク質のタンパク質分解に関与することが報告されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2010年2月],function:インターロイキン-16は、CD4+リンパ球、単球、および好酸球の遊走反応を刺激します。CD4+ T細胞をIL-2およびIL-15応答性にプライミングします。 Tリンパ球におけるインターロイキン2受容体の発現も誘導する。CD4のリガンド。,機能：アイソフォーム1は、膜にイオンチャネルを固定する足場タンパク質として機能する可能性がある。,機能：アイソフォーム3はT細胞の細胞周期進行に関与する。SKP2の転写制御に関与していると考えられ、SKP2遺伝子のコアプロモーター上の転写抑制複合体の一部であると考えられる。 GABPB1 (GABP 転写因子複合体の DNA 結合サブユニット) および HDAC3 の足場として作用し、転写抑制を維持し、休止期 T 細胞の細胞周期の進行を阻害する可能性があります。,誘導:アイソフォーム 3 は、TCR 活性化後に T 細胞でダウンレギュレーションされます。,PTM:アイソフォーム 3 は、造血組織で化学誘引物質の不活性前駆体として合成され、カスパーゼ 3 によってタンパク質分解的に切断されて IL-16 が生成されます。,類似性:1 つの PDZ (DHR) ドメインを含みます。,類似性:2 つの PDZ (DHR) ドメインを含みます。,類似性:4 つの PDZ (DHR) ドメインを含みます。,サブユニット:ホモテトラマー (推定); (PubMed:9699630)によると、ホモ四量体タンパク質複合体の形成は走化性誘引物質としての機能には必要ではない。アイソフォーム3は（PDZ 3ドメインを介して）PPP1R12A、PPP1R12B、およびPPP1R12Cと相互作用する。アイソフォーム1はPPP1R12Bと相互作用する。アイソフォーム3はGRIN2Aと相互作用する。アイソフォーム3はGABPB1と相互作用する。アイソフォーム3は（PDZ 3ドメインを介して）HDAC3と相互作用する。アイソフォーム1はGRIN2D、KCNJ10、KCNJ15、およびCACNA1Cと相互作用する（類似性による）。アイソフォーム3はHTLV-1 taxと相互作用する。,組織特異性：アイソフォーム3は、休止期T細胞などの造血組織で発現するが、活性T細胞増殖時には検出されない。,
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	MCF7 SW480マウス肝臓マウス肺マウス腎臓ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は500に希釈されました。二次抗体は1:20000に希釈されました。

